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はじめに
２０１３年１０月、それまで中国、北米で大発生していた
豚流行性下痢（PED）が日本でも発生し、２０１４年で日
本全国に拡散した。PEDによる死亡頭数は、農水省の
取りまとめによれば２０１４年８月３１日までで、３７６千頭に
達しており 1)、２０１０年の口蹄疫発生時の死亡淘汰頭数
を大きく上回るアウトブレイクとなった。養豚業界で
はこの間、PEDへの対応が中心的な課題となっていた。
しかし、養豚生産現場では、今回のPED流行の前か
ら様々な疾病が発生しており、特に、生後２０～３０日齢

前後で離乳された子豚が、その後数週から数か月収容
される離乳舎においては、多くの疾病による経済的被
害が、現時点においても引き続き看過できない。
本稿では、これらの離乳舎で多発する疾病について
検討するための参考資料として、実際の野外の養豚場
では、どのような疾病が多発しているのか、筆者が所
属する民間の家畜臨床検査機関に寄せられた検査依頼
から集計されたデータを紹介する。

材料と方法
発生疾病の集計方法：
日清丸紅飼料株式会社　総合研究所　検査グループ
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に、２０１３年１月～２０１４年１２月に送付された３，５８２件の
検査依頼のうち、定期疾病検査や病性鑑定目的の１，０５２
件について、依頼ごとに原因疾病の集計を実施した。
個々の検査依頼に対して分類される疾病名の一覧を

表１に示した。当社の検査グループでは、有料で検査
依頼を受けているが、依頼検体に対する検査項目は、
依頼者から指定された項目が基本となるため、疾病名
を確定するために必要十分な検査を実施できない場合
もある。疾病名が不明に終わってしまった依頼案件は
その他に分類するため、本資料におけるすべての症例
が確実な病性鑑定によるとは限らない。

結果と考察
２０１３年、２０１４年の２年間に、野外の養豚場から当社
検査グループに依頼された１，０５２件について、検査で
確認あるいは推測される疾病名を、呼吸器病、衰弱死
亡、下痢、異常産の４種に分類し、大分類別の月間症
例数を図１、２に示した。このうち衰弱死亡という分
類は、呼吸器病、下痢、異常産以外の症状により衰弱
あるいは死亡する症例を総称したもので、豚サーコウ
イルス２型感染症（呼吸器症状を示さない場合）やレ
ンサ球菌症、浮腫病、スス病などが含まれる。
２０１３年の月間症例数は、月による症例数のバラツキ
はあるが、呼吸器病、衰弱死亡、下痢、異常産が毎月

数例から数十例は発生している（図１）。２０１４年の月間
症例数は、特に５月以降からPEDの症例が増加する
ことにより、下痢の症例数が増加している（図２）。
さらに２０１３年と２０１４年の疾病名別の年間症例数を、

左から多い順（２０１４年の年間症例数）に並べたものが
図３である。この２年の間に、PEDの症例数が劇的に
増加しているが、それ以外の疾病に関しては２０１３年と
２０１４年で大きな症例数の増減は見られない。この図３
を表１の大分類ごとに別のグラフにまとめたものが図
４～６である。呼吸器病では、APP、PRRS、PAS、
PCV２、MPS、SIV、衰弱死亡では大腸菌症、STREPT、
浮腫病、HPS、SAL、下痢では大腸菌症、PED、PPE、
CLOST、SALなどが多発している。
これらの疾病は、一般的に離乳舎で好発する疾病と
して知られており、これが当検査機関の症例数にも大
きな影響を及ぼしていると考えられる。

まとめ
２０１３年１０月の沖縄での発生以降、翌２０１４年から現在
まで、PEDによる生産性の阻害は多大なものがある。
一方、離乳舎ではPEDとは異なる多種多様な疾病が継
続的に発生している。これらの疾病にも目をそらさず
に、対策を打ち続ける事は、養豚業の生産性の改善に
不可欠である。
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